












  第 十
L._._____
  昭 和 二 十.=二年 三 月
   京都 帝 國大學
  化 學 研 究 所
     化學研究所講演集第十四輯目次
 1 結晶性蛋白酵素に關する研究   内野研究室 中 村 正 二二郎  1
 2 長期保存後に於けるArseno一   荻生研究室 吉 岡 政 七 7
  Lenz◎ha瓠umの 治敷力に就て       赤     隆
 3 金オルガノゾルに關する研究   堀場研究室 山 北 逸 郎 12
4α,"-Dlphmylethaneに 關する研究 野津研究室 李  漢  英 29
  (第3報)ス ルフオン化に就て
 5 脱脂大豆蛋白の貯藏 中に於ける  近藤硯究室 森   茂 樹 33
  攣質に就て
 6 種實グロブ リンの攣質に就て    近藤研究室 森    茂 樹 37
 7 肉蛋白の攣質に就て       近藤研究室 森   茂 樹 43
 8デ リス根の有数威分定量に關す 武居研究室 宮 島 式 郎51
  る研究         武 居 三 吉
  (第6報)デ リス乾燥根の水抽出
  液に封する二三金騒 イオンの影響
9デ リス根の有数成分 定量に關す 武1評}研究室 宮 島 式 郎55
  る研究         武 居 三 吉
  (第7報 うデ リス生根σ)水抽出液
  σ)攣質に就いて
10 デ リス根の有数成分定量に關す  武1、懐 究室 宮 島 式 郎 59
  る研究         武 居 三 吉
  (第8報)デ リス乾燥根の水抽出
  液の光線に依 る攣質rτ就て
11デl/ス 根の有数成分定量に關す 武居研究室 宮 島 式 部63
  る研究                   武 居 三 吉
  (第9報)デ リス乾燥根の水抽出
  液 て封する各種防腐割の影響
12 デ リヌ根の有数成分定量に閣す  武1～:研究室 宮 島 式 郎 6G
  そ研究                   武 居 三 吉
  (第10報)デ リス根粉末の光緻に
  依 る攣質に就て
13 除轟菊の有数成分定量に關する  武居研究室 若 園   潔 70
  研究                  武 居 三 吉
  (第13報)除 錨菊のベンゾールエ
  キスの攣質に就て
14超 高温ガス加熱耀に就て    澤井研究室 澤 井 郁 太 郎74
                      功 刀 雅 長
15一 酸化炭素 と水素 よ りガソリン 見玉研究室 多 羅 間 公 雄79
  合成に關する研究              田 付   腔
  (第68報)合 成油の分溜による分       笠 非 研 一
  析(2)         武 上 善 信
16 スチロール並にセテンの合成に  小田研究室 小 田 良 平 84
  就て
17 中間fに 就 て(特 別講演)    理 學 博士 湯 川 秀 樹 97
18皮 革工業の問題(特 別講演) 農學 博 士 井 上 吉 之109
19閉 會 の 辞     農 學博 士 近 藤 金 助123
                閉  會  の  融
             閉  會 この 僻
                   、 近  蔵. 金  助
 堀場所長が閉禽の僻を述べることになつて居 りました所,昨 今引籠 わ中であり,まするので、
私が代 つて閉會の辮を述べ ます・       '
 今 日御講演を願ぴま した6名 の所員諸氏に於かれましては多年の間蓄積せ られまし疫纏蓄 を
短時間の うちに極 めて巧妙簡明に披歴 して下さつたので,聴 衆一同ぽ定 めし大いに稗釜する所
があつた・とと思ひます・蠣 に働 ましで冷 同備 灘 鍼 功裏燗 ちんとするに當嫌
して今 日講演 をなさつて下 さV・ました所員諸氏の螢に封し此の席か ら化學研究所の名に於て謝
意 を表 し併せて其の灌威に劉 して敬意を表する次第であります.      。    `
 今同は堀場所長の獲案に依 りまして例年 とは趣を攣へて綜合講演會 を催 うした次第であ りま
す・定めし聴衆諸君に於力・れましては各講演が総て充實して居 りましたので御期待に副ふ所が
あつたこと 」考へます るが,朝 來引績きの御溝聴では定めしお疲れであると想像致します.に ,
・も拘 りませす諸君は終始熱心に御鍵講下 さV・まして,本 講演會の目的達成の一翼 を完全に果 し
て下 さV・ましたことに樹 しまして私か ら厚 く御禮 を申上げます.
 當今我が帝國が容易な らぬ難局に直面して居 ります ことは言はすもがなの こ とであ一りまし
て,此 の難局を打開致しまする爲に吾々大學人は科學への精進 に依つて御奉公致さうと思ひま
して 日夜心を葎き,全 力を傾注して露 して居 るのでありまして,其 の結果の一端が}今 日の講
演會として現れた次第であ ります.
 只今阿部所員が講演 されましたや うに,我 が研究所に於 きましては電氣材料に關 して理論的
に 屯又鷹用的に も孜 々研究して居 ります外に只今講演 された事柄を中心に致しまして電氣材料
創製並に改良に闇 して各専門所員が相協力して綜合的に研究を成 し途げて通信機,飛 行機,漕
水艦等の製作 に用β・る良き優れた材料を提供 したV・と云ふ希望の下に研究を始めて居るのであ           ,
ります.             .、 。     ヨ .
 又今 日最初 に刈米所員が ら大東亜共榮圏内に於ける生藥資源に關 して講演がございましたが
私共は之等をも亦一つの研究題目と致しまして南方方面に於きます る地上,地 下の資源 言葉
を換へまするな らば植物資源,動 物資源,磧 物資源の化肇的利用に關する研究 を綜合的に叉出
來 るだけ徹底的に致 しまして刻下の此の窮歌を救ふために御奉公 をしなければならぬと孜々努
めて居 る次第であ ります.
 御参集の諸君 に於かれまして も化學研究所員は之等の方面に総力を結集 して研究を進めて居
ることを御理解下さいまして今後釜々鷹援をして下 さることを希ぴます.之 等D研 究に關しま
しては)女 いで催 うされまする講演曾に於て獲表 する機會があることと思ぴますので)其 の節
                  (123)
          牝 學 研 究 所 講 演 集(べ)第+四 輯
には又今日の如 く多数御参集を得て講演會開催の實を畢げた い と}・之を今か らお願 準しで置
きます.
 會 を閉つるに當 りまして私け講演なさつて下さつた所員諸氏に封 し,又 熱心に御清聴下さつ
た聴衆諸君に蜀 し街又今日の講演膏開催に當つて色 安と羅 力して下さつた準備委員の諸氏 に封
して謝( )意を表 し.併 せて今日の講演會が極めて盛會裏に終始した ことを堀場所長が聞,うれ象場
合に,定 めし満足され)其 の結果病氣も飛んで行つてしまV・,明 後月曜 日か ら越奮に倍した元
氣 を以て研究所,研 究室にお出でなさるであらうことを豫想 し且つ之 を希望致 しまして閉會の
僻の結びと致します.(拍 手り
                  (124)
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